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ス
の
新
設
は
２
分
の
１
、
金
額
改
正
は
３
分

の
１
な
ど
）の
合
意
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
合
意

と
見
な
さ
れ
る
の
は
、
企
業
内
最
低
賃
金
協

定
の
適
用
対
象
者
数
、
労
働
組
合
の
機
関
決

議
（
組
合
員
数
）、個
人
署
名
の
数
な
ど
で
す
。

申
出
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
地
方
最
低

賃
金
審
議
会
に
、
新
設
・
金
額
改
正
の
必
要

性
が
諮
問
さ
れ
ま
す
。
公
労
使
全
会
一
致
で

「
必
要
性
あ
り
」
と
な
れ
ば
、
産
業
ご
と
に
、

当
該
産
業
労
使
が
参
加
す
る
専
門
部
会
を
設

置
し
て
、
金
額
を
審
議
し
ま
す
。
金
額
改
正

の
上
限
額
は
、
申
出
書
に
添
付
し
た
企
業
内

最
低
賃
金
の
最
低
額
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
の
現
状

　

産
業
別
最
低
賃
金
は
、
2
0
0
7
年
の
改

正
最
低
賃
金
法
で
、
最
低
賃
金
法
に
よ
る
罰

金
が
課
せ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

使
用
者
側
の
廃
止
論
を
退
け
、「
特
定
最
低

賃
金
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
従
来
の
運

用
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
定
最
低
賃
金
は
、
職
種
別
に
設
定
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
現
在
は
、
都
道

府
県
別
に
産
業
中
分
類
や
小
分
類
で
業
種

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
と
は

源
流
は
「
新
産
業
別
最
低
賃
金
」

　

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
制
度
は
、
1
 

9
8
6
年
の
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
答

申
に
基
づ
い
て
創
設
さ
れ
た
「
新
産
業
別
最

低
賃
金
」
へ
と
転
換
し
た
制
度
を
引
き
継
い

で
い
ま
す
。

　
「
新
産
業
別
最
低
賃
金
」（
後
の
特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
）
は
、
労
働
協
約
の
拡
張

に
基
づ
く
も
の
の
ほ
か
、「
関
係
労
使
が
労

働
条
件
の
向
上
又
は
事
業
の
公
正
競
争
の
確

保
の
観
点
か
ら
地
域
別
最
低
賃
金
よ
り
も
金

額
水
準
の
高
い
最
低
賃
金
を
必
要
と
認
め
る

も
の
」
に
限
定
し
て
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
労
働
協
約
の
拡
張
に
基
づ
く
最
低
賃

金
は
、
そ
の
後
、
2
0
0
7
年
の
最
低
賃
金

法
改
正
で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
産
業
別
最
低
賃
金
を
設
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
産
業
は
、
①
同
種
の
労
働
者
の
相

当
数
に
つ
い
て
最
低
賃
金
に
関
す
る
労
働
協

約
が
適
用
さ
れ
て
い
る
産
業
、
②
事
業
の
公

正
競
争
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
基
幹
的
労

働
者
に
つ
い
て
最
低
賃
金
を
設
定
す
る
必
要

金
属
労
協
に
お
け
る
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
の
取
り
組
み

の
認
め
ら
れ
る
産
業
、と
さ
れ
ま
し
た
。
産
業

小
分
類
を
基
本
に
、関
係
労
使
の
申
出
が
あ

っ
た
場
合
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
適
用
対
象
者
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ

ス
ト
方
式
ま
た
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
方
式

で
定
義
し
た
「
基
幹
的
労
働
者
」
と
さ
れ
ま

し
た
。
18
歳
未
満
と
65
歳
以
上
、
雇
入
れ
後

一
定
期
間
未
満
の
者
で
技
能
習
得
中
の
者
、

清
掃
・
片
付
け
業
務
を
産
業
共
通
で
除
外
す

る
他
、
産
業
特
有
の
軽
易
業
務
を
除
外
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

労
使
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
重
視
し
た
運
用

　

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
は
、
適
用
さ

れ
る
産
業
の
労
使
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
重

視
し
て
お
り
、
決
定
の
各
プ
ロ
セ
ス
で
当
該

産
業
の
労
使
が
参
画
し
、
産
業
・
地
域
の
実

態
を
踏
ま
え
た
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
設
や
金
額
改
正
は
、
公
労
使
三
者
構
成

の
審
議
会
方
式
で
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
関
係

労
使
い
ず
れ
か
が
、
都
道
府
県
労
働
局
長
に

新
設
・
金
額
改
正
の
申
出
（
申
請
）
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
出
に
は
、
適
用

対
象
労
働
者
の
一
定
割
合
（
労
働
協
約
ケ
ー

特
集
2

−

2

諏
訪 

美
千
代

金
属
労
協
政
策
企
画
局
部
長

1

特定（産業別）最低賃金の決定プロセス

労働組合が、都道府県労働局長に申出

要件を満たしていれば、
都道府県労働局長が
地方最低賃金審議会に諮問

都道府県労働局長による
特定（産業別）最低賃金の決定

労働組合の取り組みで、申出要件を確保
＊最低賃金協定の締結
＊労働組合の機関決議
＊未組織労働者の個人署名

地方最低賃金審議会で、
金額改正・新設の必要性審議
＊本審委員による審議

産業ごとの専門部会で、金額審議
＊当該産業労使が参加
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を
く
く
っ
た
、
産
業
別
の
最
低
賃
金
の
み

で
あ
り
、
例
え
ば
「
北
海
道
鉄
鋼
業
最
低

賃
金
」
と
い
う
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

は
、
全
国
に
2
3
2
件
、3
2
3
万
人
に
適

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
金
属
産
業

は
、
1
7
3
件
（
全
体
の
75
％
）、2
8
4
万

人
（
同
88
％
）を
占
め
て
い
ま
す
。
金
額
水
準

は
、
都
道
府
県
ご
と
、
産
業
ご
と
に
バ
ラ
ツ

キ
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
別
最
低
賃
金
を
平

均
で
１
割
程
度
上
回
っ
て
い
ま
す
。

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
制
度
に

対
す
る
金
属
労
協
の
取
り
組
み

金
属
労
協
の
取
り
組
み

　

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
は
、
申
出
要

件
の
確
保
や
、
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
・
専

門
部
会
へ
の
労
働
者
側
代
表
委
員
と
し
て
の

対
応
な
ど
、
労
働
組
合
の
主
体
的
な
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
１
つ
の
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
に
複
数
の
産
別
が
か
か

わ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
産
別

間
で
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

金
属
労
協
で
は
、「
新
産
業
別
最
低
賃
金
」
の

創
設
時
か
ら
、
関
係
産
別
と
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

春
季
生
活
闘
争
で
は
、
企
業
内
最
低
賃
金

協
定
を
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
に
波
及

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
労
働
者
と
未

組
織
労
働
者
、
正
社
員
と
非
正
規
労
働
者
の

賃
金
格
差
の
是
正
を
果
た
す
と
い
う
観
点
か

取
り
組
み
ま
す
。特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

へ
の
波
及
の
た
め
、
時
間
額
を
併
記
し
ま
す
。

金
額
水
準
の
考
え
方

　

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
あ
る
べ
き

水
準
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
考
え
方
を
基
本

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
は
、組
織
労
働

者
が
締
結
し
た
労
働
協
約
を
未
組
織
労
働
者

に
適
用
す
る
「
労
働
協
約
の
拡
張
適
用
」
の

考
え
方
が
根
幹
に
あ
り
ま
す
。
組
織
労
働
者

と
未
組
織
労
働
者
、
正
規
労
働
者
と
非
正
規

労
働
者
の
賃
金
格
差
を
是
正
し
、
雇
用
形
態

の
多
様
化
に
対
応
し
た
均
等
・
均
衡
処
遇
を

実
現
す
る
た
め
、
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金

を
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
に
準
拠
し
た
水
準

へ
と
引
き
上
げ
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

②
「
人
へ
の
投
資
」
の
観
点
か
ら
、
日
本
の
基

幹
産
業
で
あ
る
金
属
産
業
の
「
労
働
の
価
値
」

に
ふ
さ
わ
し
い
賃
金
水
準
を
確
立
す
る
た
め
、

基
幹
的
労
働
者
の
賃
金
水
準
の
底
支
え
の
役

割
を
果
た
す
特
定（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

③
特
定（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
基
幹
的
労

働
者
を
対
象
と
し
た
最
低
賃
金
で
あ
る
こ

と
、
金
属
産
業
が
わ
が
国
の
基
幹
産
業
で
あ

り
、
そ
の
労
働
の
質
も
高
い
も
の
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
地
域
別
最
低
賃
金
に
対
し
て

「
少
な
く
と
も
10
％
以
上
上
回
る
水
準
」
を

確
保
し
、
地
域
別
最
低
賃
金
と
の
水
準
差
を

維
持
し
つ
つ
、
さ
ら
に
基
幹
的
労
働
者
に
ふ

さ
わ
し
い
水
準
を
め
ざ
し
ま
す
。

申
出（
申
請
）ケ
ー
ス
の
考
え
方

　

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
金
額
改
正

や
新
設
の
契
機
と
な
る
申
出
に
は
、
企
業
内

最
低
賃
金
協
定
の
み
で
申
出
を
行
う
「
労
働

協
約
ケ
ー
ス
」
と
「
公
正
競
争
ケ
ー
ス
」
が

あ
り
ま
す
。
金
額
審
議
に
お
い
て
、
組
織
労

働
者
の
締
結
し
た
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
を

踏
ま
え
た
審
議
を
行
う
た
め
、
労
働
協
約
ケ

ー
ス
に
よ
る
申
出
を
増
や
す
と
と
も
に
、
公

正
競
争
ケ
ー
ス
で
申
出
を
行
う
場
合
で
あ
っ

て
も
、
企
業
内
最
低
賃
金
の
割
合
を
拡
大
す

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
成
果
と
課
題

　

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
前
身
で
あ

る
新
産
業
別
最
低
賃
金
へ
の
転
換
の
方
針
が

示
さ
れ
て
約
30
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
現
在
、

金
属
労
協
の
各
産
別
が
関
与
し
、
金
額
改
正

や
新
設
を
行
っ
て
い
る
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
は
全
国
で
約
1
6
0
件
と
な
っ
て
お
り
、

適
用
労
働
者
の
約
９
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、特
定（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
基
礎

と
な
る
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
の
締
結
は
、

金
属
労
協
3
2
8
3
組
合
の
う
ち
、
1
7

1
4
組
合
、52
・
2
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
18
歳
最
低
賃
金
協
定
（
18
歳
以

上
の
組
合
員
を
対
象
と
し
た
協
定
）
を
締
結

し
て
い
る
組
合
は
1
2
9
4
組
合
で
あ
り
、

平
均
月
額
は
1
5
6
9
5
7
円
で
す
。
ま

ら
、
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
の
取
り
組
み
と

と
も
に
、「
Ｊ
Ｃ
ミ
ニ
マ
ム
運
動
」
と
し
て
方

針
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

毎
年
１
月
に
は
、
各
年
度
の
「
特
定
（
産
業

別
）最
低
賃
金
の
取
り
組
み
方
針
」を
決
定
し
、

地
域
の
最
低
賃
金
担
当
者
約
3
0
0
人
が
参

加
す
る
「
最
低
賃
金
連
絡
会
議
」
で
、
金
額

水
準
の
考
え
方
や
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
意
思
結
集
を
図
っ
て
い
ま
す
。
必

要
性
審
議
・
金
額
審
議
を
目
前
に
し
た
８
月

上
旬
に
は
、金
額
改
正
に
向
け
た「
確
認
事
項
」

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
以
下
の
考
え
方
に
基
づ
き
、

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

企
業
内
最
低
賃
金
協
定
の
考
え
方

　

企
業
内
最
低
賃
金
協
定
は
、
特
定
（
産
業

別
）
最
低
賃
金
の
基
礎
と
な
っ
て
お
り
、
申

出
用
件
の
確
保
や
金
額
審
議
の
参
考
資
料
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
6
年
闘
争

で
は
、
以
下
の
方
針
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

●
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
の
全
組
合
締
結
を

め
ざ
し
、
未
締
結
組
合
は
協
定
締
結
に
取
り

組
み
ま
す
。

●
非
正
規
労
働
者
（
直
接
雇
用
）
を
含
め
た

協
定
の
締
結
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
の
水
準
は
、
高
卒

初
任
給
準
拠
を
基
本
と
し
ま
す
。

●
月
額
1
5
9
0
0
0
円
以
上
の
水
準
、
も
し

く
は
月
額
2
0
0
0
円
以
上
の
引
き
上
げ
に

2
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た
、
非
正
規
労
働
者
を
含
め
た
全
従
業
員

を
対
象
と
し
た
協
定
を
締
結
し
て
い
る
組
合

は
7
4
2
組
合
で
あ
り
、
月
額
は
1

 

5

 
6
 
3
 

7
5
円
、
時
間
額
は
9
1
4
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
2
0
0
8
年
11
月
に
全
組
合
締
結
、

高
卒
初
任
給
に
準
拠
し
た
水
準
へ
の
引
き
上

げ
を
確
認
し
、
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
７
年
で
、
企
業
内
最
低
賃
金

協
定
の
締
結
率
は
10
ポ
イ
ン
ト
近
く
拡
大
し
、

18
歳
最
低
賃
金
協
定
の
水
準
は
、
月
額
で

4
4
7
5
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

金
属
労
協
に
か
か
わ
る
特
定（
産
業
別
）
最

低
賃
金
の
水
準
は
、
2
0
0
6
年
度
に
は
単

純
平
均
で
7
4
6
円
で
し
た
が
、
2
0
1
5

年
度
は
8
2
6
円
へ
と
、
80
円
・
約
10
・
7
％

引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

労
働
協
約
ケ
ー
ス
に
よ
る
申
出
へ
の
移
行
も

進
み
、
半
数
を
超
え
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
地
域
別
最
低
賃
金
を
1
0
0
と
し
た
場

合
の
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
水
準
は
、

2
0
0
6
年
度
に
は
平
均
で
1
1
5
程
度
で

し
た
が
、近
年
の
地
域
別
最
低
賃
金
の
大
幅

な
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
、2
0
1
5
年
度
に
は

1
1
1
程
度
に
ま
で
低
下
し
て
き
て
い
ま
す
。

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
を

取
り
ま
く
課
題

地
域
別
最
低
賃
金
の

大
幅
な
引
き
上
げ
に
よ
る
逆
転
現
象

　

近
年
、
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
を
取

り
ま
く
最
も
大
き
な
環
境
変
化
は
、
地
域
別

最
低
賃
金
が
急
激
か
つ
大
幅
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
こ
と
で
す
。
地
域
別
最
低
賃
金
は
、
2
 

0
0
7
年
の
最
低
賃
金
法
改
正
で
、
生
活
保

護
と
の
整
合
性
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
地
域
別
最
低
賃
金
と
生
活
保
護

を
一
定
の
条
件
の
下
で
比
較
し
、
地
域
別
最

低
賃
金
が
生
活
保
護
を
下
回
る
場
合
は
、
是

正
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

2
0
0
7
年
・
2
0
0
8
年
の
「
円
卓
合 

意
」、
2
0
1
0
年
の
「
雇
用
戦
略
対
話
」
に

お
け
る
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
た
政
労

使
合
意
や
、
2
0
1
3
年
以
降
の｢

経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
」
及
び
「
日
本

再
興
戦
略
」
な
ど
、
政
府
の
最
低
賃
金
引
き

上
げ
の
方
針
等
が
示
さ
れ
、
地
域
別
最
低
賃

金
は
、
そ
れ
ま
で
の
小
規
模
事
業
所
の
賃
金

改
定
率
を
調
査
し
た
「
賃
金
改
定
状
況
調
査
」

に
準
拠
す
る
決
定
を
脱
却
し
て
、
そ
れ
を
上

回
る
引
き
上
げ
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
地
域
別
最
低
賃
金
の
全
国
加

重
平
均
は
、2
0
0
6
年
度
に
は
6
7
3
円 

で
し
た
が
、
2
0
1
5
年
度
に
は
7
9
8
円 

へ
と
、1
2
5
円
・
18
・
6
％
上
昇
し
て
い
ま

す
。一
方
で
、地
域
間
格
差
は
拡
大
し
、
東
京

都
の
最
低
賃
金
は
2
0
0
6
年
度
の
7
1
9

円
か
ら
2
0
1
5
年
度
に
は
9
0
7
円
へ

と
1
8
8
円
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
に
対
し

て
、最
も
低
い
地
域
の
最
低
賃
金
は
、
2

 
0
 
0
 

6
年
度
の
6
1
0
円
か
ら
2
0
1
5
年
度

6
9
3
円
へ
と
、83
円
の
引
き
上
げ
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
地
域
別
最
低
賃
金

が
最
も
高
い
地
域
に
対
す
る
最
も
低
い
地
域

の
比
率
は
、
84
・
8
％
か
ら
76
・
4
％
に
拡

大
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
組
織
労
働
者
の
賃
上
げ
が
低
水

準
に
と
ど
ま
る
な
か
に
あ
っ
て
も
、特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
は
従
来
以
上
に
引
き
上
げ

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
別
最
低
賃
金
が

急
激
か
つ
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
東
京
都
、

神
奈
川
県
、
大
阪
府
な
ど
で
は
、
特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
が
地
域
別
最
低
賃
金
を
下

回
る
ケ
ー
ス
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

地
域
の
な
か
に
は
、
逆
転
を
理
由
に
、
使
用

者
側
委
員
が
特
定（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の

改
正
の
必
要
性
を
認
め
ず
、
金
額
改
正
が
で

き
な
い
ま
ま
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
と
地

域
別
最
低
賃
金
は
、
役
割
と
機
能
が
異
な
る

制
度
で
あ
り
、
本
来
、
先
に
決
定
し
た
地
域

別
最
低
賃
金
が
前
年
に
決
定
し
た
特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
を
上
回
っ
た
こ
と
は
、
必

要
性
を
認
め
な
い
理
由
に
は
な
り
得
ま
せ
ん
。

当
該
産
業
労
使
の
意
見
反
映

　

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
は
、
当
該
産

業
労
使
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
重
視
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
金
額
改
正
や
新
設
の
申
出

は
、
そ
の
産
業
の
労
使
い
ず
れ
か
の
代
表
が

行
い
、
金
額
審
議
で
は
、
各
側
３
名
の
う
ち

２
名
は
、
そ
の
産
業
に
直
接
関
係
す
る
労
使

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
金

額
審
議
の
前
に
行
わ
れ
る
必
要
性
審
議
は
、

制
度
の
効
率
的
な
運
営
に
配
慮
す
る
観
点
か

ら
、
全
業
種
一
括
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
そ
の
場
合
、
地
域
の
経
営
者
団
体
か
ら

使
用
者
側
委
員
が
選
出
さ
れ
、
当
該
産
業
労

使
が
参
加
せ
ず
に
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
必
要
性
審
議
で
は
「
全
会
一
致
の

議
決
に
至
る
よ
う
努
力
す
る
」
こ
と
が
求
め

ら
れ
、公
労
使
三
者
の
合
意
が
な
け
れ
ば
「
必

要
性
あ
り
」
の
結
論
に
至
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
運
営
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
該
産
業
労
使
が
参
加

し
な
い
必
要
性
審
議
で
必
要
性
を
認
め
ず
、

当
該
産
業
労
使
に
よ
る
金
額
審
議
の
機
会
が

失
わ
れ
る
こ
と
は
、
制
度
本
来
の
趣
旨
を
反

映
し
た
運
営
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
必
要
性
審

議
に
当
該
産
業
労
使
の
意
見
を
反
映
す
る
に

は
、
①
本
審
に
お
け
る
関
係
労
使
か
ら
の
意

見
聴
取
、
②
当
該
産
業
労
使
の
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
参
加
、
③
必
要
性
を
審
議
す
る
た
め
の
任

意
的
専
門
部
会
へ
の
当
該
産
業
労
使
の
選
任
、

と
い
っ
た
方
法
が
あ
り
ま
す
。
全
会
一
致
が

求
め
ら
れ
る
必
要
性
審
議
こ
そ
、
産
業
ご
と

に
当
該
産
業
労
使
が
参
加
す
る
専
門
部
会
を

設
置
し
て
審
議
を
行
う
こ
と
が
適
切
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
の
決
定
基
準

　

最
低
賃
金
法
の
改
正
に
よ
り
、
地
域
別
最

低
賃
金
の
決
定
基
準
に
つ
い
て
は
、「
地
域
に

お
け
る
労
働
者
の
生
計
費
及
び
賃
金
並
び
に

通
常
の
事
業
の
賃
金
支
払
能
力
」
で
あ
る
こ

3
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と
が
法
に
明
記
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
決
定
基
準

が
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

2
0
0
7
年
に
改
正
さ
れ
る
以
前
の
最
低
賃

金
法
で
は
、
最
低
賃
金
の
原
則
を
「
労
働
者

の
生
計
費
、
類
似
の
労
働
者
の
賃
金
及
び
通

常
の
事
業
の
賃
金
支
払
い
能
力
」
を
考
慮
す

る
こ
と
と
定
め
、「
類
似
の
労
働
者
の
賃
金
」

と
は
、「
例
え
ば
、
業
種
別
か
つ
地
域
別
に
決

定
さ
れ
る
産
業
別
最
低
賃
金
を
決
定
す
る
場

合
に
お
い
て
は
、
当
該
地
方
に
お
け
る
同
種

な
い
し
類
似
の
事
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の

賃
金
水
準
」（
改
訂
２
版
最
低
賃
金
法
の
詳

解
）
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
は
、
労
働
協

約
（
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
）
が
一
定
程
度

適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
企
業
間
や
地
域

間
、
組
織
労
働
者
と
未
組
織
労
働
者
と
の
間

に
賃
金
格
差
が
存
在
し
、
公
正
競
争
を
確
保

す
る
必
要
性
が
あ
る
場
合
に
設
定
さ
れ
る
も

の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
の
水
準
を
、
組
織
労
働
者

が
締
結
し
た
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
の
水
準

ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
内

最
低
賃
金
協
定
が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
未
組

織
労
働
者
と
の
賃
金
格
差
を
是
正
す
る
と
い

う
の
が
、
制
度
本
来
の
趣
旨
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
審
議
で
は
、

企
業
内
最
低
賃
金
協
定
の
水
準
は
、
金
額
改

正
の
上
限
と
し
て
の
み
取
り
扱
わ
れ
、
制
度

の
趣
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
た
審
議
に
な
っ
て

い
な
い
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
企
業

規
模
間
や
雇
用
形
態
間
の
賃
金
格
差
の
是
正

が
求
め
ら
れ
る
な
か
で
、
組
織
労
働
者
の
締

結
し
た
企
業
内
最
低
賃
金
を
労
使
交
渉
の
手

段
を
持
た
な
い
未
組
織
労
働
者
に
波
及
さ
せ

る
と
い
う
制
度
の
原
点
に
立
ち
返
っ
た
審
議

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
の

意
義
・
役
割

　

特
定
（
産
業
別
）最
低
賃
金
は
、
地
域
別

最
低
賃
金
と
は
異
な
る
意
義
・
役
割
を
持
っ

て
い
ま
す
。

①
労
使
交
渉
に
よ
っ
て
決
定
し
た
公
正
か
つ

経
済
合
理
性
あ
る
賃
金
を
未
組
織
労
働
者

に
波
及
し
て
い
る

　

賃
金
は
労
使
が
対
等
な
立
場
で
決
定
す
べ

き
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
決
定
に
よ
る
賃

金
こ
そ
が「
公
正
な
賃
金
」で
あ
り
、か
つ「
経

済
合
理
性
の
あ
る
賃
金
」
で
す
。
特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
の
審
議
を
有
効
に
機
能
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
労
働
者
が
労
使

交
渉
に
よ
っ
て
決
定
し
た
公
正
か
つ
経
済
合

理
性
の
あ
る
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
を
未
組

織
労
働
者
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
わ
が
国
唯
一
と
も
い
え
る
企
業
の
枠
を
超

え
た
賃
金
決
定
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
労
使
交

渉
の
補
完
・
代
替
機
能
を
発
揮
し
て
い
る

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
産
業
別
の
労
働
組
合

と
産
業
別
の
経
営
者
団
体
が
労
働
協
約
を
締

結
し
、
経
営
者
団
体
に
加
盟
し
て
い
る
企
業

の
労
働
者
全
体
に
労
働
協
約
が
適
用
さ
れ
て

い
る
た
め
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
も
と
で

賃
金
格
差
が
小
さ
い
実
態
に
あ
り
ま
す
。
一

方
、
日
本
で
は
、
労
働
条
件
が
企
業
内
決
定

で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
労
働
組
合
法
に
定
め

る
労
働
協
約
の
拡
張
適
用
の
要
件
が
厳
し
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
労
働
協
約
の
適
用
範
囲
は

企
業
内
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
組
織
率
が
低

い
中
小
・
零
細
企
業
や
非
正
規
労
働
者
の
多

く
は
労
使
交
渉
の
手
段
を
持
ち
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
中
で
、
特
定(

産
業
別)

最
低
賃
金

は
、
当
該
産
業
労
使
が
審
議
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
労
使
交
渉
の
補
完
・
代
替
機
能
を
発

揮
し
、
未
組
織
労
働
者
の
賃
金
の
底
上
げ
に

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

③
産
業
の
健
全
な
発
展
に
よ
り
、
産
業
の
魅

力
を
高
め
て
い
る

　

特
定
（
産
業
別
）最
低
賃
金
に
よ
っ
て
、
賃

金
の
切
り
下
げ
や
賃
上
げ
の
抑
制
に
よ
る
不

適
正
な
競
争
を
排
除
し
、
産
業
内
の
公
正
競

争
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
産
業
の
健
全
な
発
展
に
寄
与

し
、
産
業
の
魅
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
該
産
業
労
使
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
を
発
揮
し
、
地
域
の
産
業
実
態
を
踏
ま
え

て
、
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
の
審
議
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
労
使
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
促
進
し
、
健
全
な
労
使
関
係
を
育

成
し
て
い
ま
す
。

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
の

役
割
・
機
能
の
一
層
の
発
揮
を

　

地
域
別
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
、

非
正
規
労
働
者
等
の
実
態
賃
金
に
一
定
程
度

影
響
を
及
ぼ
し
始
め
た
こ
と
か
ら
、特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
の
意
義
・
役
割
が
改
め
て

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
制
度
の
基
本
的
な
目
的

は
、
当
該
産
業
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
る
、

労
働
条
件
の
向
上
と
公
正
競
争
の
確
保
で
す

が
、
そ
の
実
現
を
通
じ
て
、
同
一
価
値
労
働

同
一
賃
金
に
向
け
た
規
模
間
格
差
の
是
正
や

正
社
員
と
非
正
規
労
働
者
の
賃
金
格
差
の
是

正
に
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
の
役
割
・
機
能
を

よ
り
一
層
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
従
来
の
慣

行
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
制
度
本
来
の

趣
旨
を
踏
ま
え
た
運
用
に
改
善
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
適
用
業
種
や
適
用

対
象
者
に
つ
い
て
も
、
産
業
実
態
や
環
境
変

化
に
対
応
し
た
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、
基

幹
的
労
働
者
の
最
低
賃
金
と
し
て
実
効
性
を

高
め
る
た
め
の
検
討
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
同

じ
産
業
で
働
く
未
組
織
労
働
者
・
非
正
規
労

働
者
の
賃
金
の
底
上
げ
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

労
働
組
合
の
社
会
的
責
務
で
あ
り
、
連
合
、

金
属
労
協
、
産
別
が
従
来
以
上
に
連
携
し
、

中
期
的
な
姿
を
描
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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